






要約:今回の調査により,子供の事故体験を持つ母親は全体の 65,5%で,多い体験としては,

医師を受診した外傷(42.7%),タバコ等の誤飲(19.5%)であった。母親の実施した事故防止対

策としては,誤飲対策 89.9%,交通事故対策 83.O%,転落対策 46.2%などで比較的高い水準で

あった。しかし,事故対策を実施している家族の事故の発生率は実施していない家庭に比べ

低くなく,現在実施している予防策は余り効果的でないと思われた。事故の発生率,予防策

の実施率に関してはほとんど地域差がみられなかった。 


